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三重県三重郡菰野町 
  



１．目的 

菰野町では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、公共施設における省

エネ・省資源、廃棄物の減量化などに関わる取組を推進し、温室効果ガス排出量を削減

することを目的に、「菰野町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」（以下「実行計画」

という。）を策定し、取組を推進していきます。 

 

地球温暖化対策の推進に関する法律 第 2１条（抜粋） 

 

２．計画期間 

2026 年度から 2030 年度の 5 年間を計画期間とし、期間中においても、取組みの

状況や社会情勢の動向を踏まえ、必要に応じて随時見直しを行うものとします。 

なお、実行計画の基準年度は、2014 年度とします。 

 

３．対象範囲 

実行計画の対象範囲は、菰野町役場の全事業拠点の事務及び事業とします。 

 

４．対象とする温室効果ガス 

地球温暖化対策推進法の対象とする７つの温室効果ガスのうち、排出量の多くを占め

ている二酸化炭素（CO2）を対象として取組を推進していきます。 

なお、次期計画策定時には、対象とする温室効果ガスを全種に拡充する予定です。 

  

第１章 計画の基本的事項 

第 21 条 都道府県及び市町村は、単独で又は共同して、地球温暖化対策計画に即して、

当該都道府県及び市町村の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の量の削減等の

ための措置に関する計画（以下「地方公共団体実行計画」という。）を策定するものと

する。 

14 都道府県及び市町村は、地方公共団体実行計画を策定したときは、遅滞なく、単独で

又は共同して、これを公表しなければならない。 

16 都道府県及び市町村は、単独で又は共同して、毎年一回、地方公共団体実行計画に基

づく措置及び施策の実施の状況（温室効果ガス総排出量を含む。）を公表しなければな

らない。 



１．目標 

菰野町は、計画期間中の公共施設から出る温室効果ガス総排出量を 2030 年度まで

に、３7％削減します（2024 年度を基準とします）。 

 

各年度の温室効果ガス排出量の実績と目標の達成状況は、適宜、情報公開していきま

す。 

 

温室効果ガス排出量の現状 

 

 

 

第２章 温室効果ガス排出量の目標 

目 標 
菰野町は、2030 年度までに温室効果ガス総排出量を 2014 年度比で

４６％削減します。 



 

１．温室効果ガスの削減に向けた取組み 

実行計画では、職員ひとり一人の環境配慮意識の向上が重要であり、次に示す取組を

励行することが重要です。 

 

① 電気使用量の削減 

 

照明器具の適正使

用 

・昼休みに消灯する（住民窓口等を除く）。 

・不要な照明をこまめに消灯する。 

・利用実態に応じて照明の間引きを行う。 

・定期的に時間外勤務時のライトダウン運動を実施する。 

ＯＡ機器（パソコ

ン、プリンター、コ

ピー機等）、テレビ

等の適正使用 

・短時間使用しないときに、節電・待機モードが利用可能な

機器である場合は、モードを切り替える。 

・ＯＡ機器やテレビなどを長時間使用しないときは、プラグ

をコンセントから抜き、待機電力を削減する。 

冷暖房の適正使用 

・クールビズなどの実施に合わせて、適切な温度管理（冷房

２８℃、暖房２０℃）を行う。 

・冷暖房の使用期間や時間の短縮に努め、こまめにオフにす

る。 

・冷暖房時には窓を閉めるよう徹底する。 

・冷暖房の吹出口に物を置かないようにする。 

・ブラインドなどを活用し、空調効果を高める。 

・フィルターの清掃を定期的に行う。 

・中間期等には外気を取入れる。 

昇降機の使用抑制 ・利用実態に応じて間引き運転を行う。 

トイレ、電気ポッ

ト・電気湯沸器、冷

蔵庫等の適正使用 

・暖房便座、温水洗浄便座の保温機能を極力抑制する。 

・電気ポット・電気湯沸器を長時間使用しないときは、プラ

グをコンセントから抜き、待機電力を削減する。 

・冷蔵庫は中身を整理し、適正に温度管理する。また、更新

の際は省エネ型に買い替える。 

 

 

 

 

第３章 取組内容 



②灯油・重油使用量の削減 

 ボイラー等の適正 

使用 

・適正な運転管理及び燃焼効率の向上を図る。 

③ガス使用量の削減 

 冷暖房の適正使用 ・適正な運転管理及び燃焼効率の向上を図る。 

給湯機の適正使用 ・給湯温度の適正な設定を行う。 

・まとめ洗いをし、溜めすすぎをする。 

・夏季の使用を抑制する。 

④自動車等の効率的な利用によるガソリン・軽油使用量の削減 

 

エコドライブの徹

底 

・不要なアイドリングを抑制する。 

・経済速度による走行に努める。 

・急発進、急加速、空ぶかしをしない。 

・走行ルートの合理化を図る。 

・点検・整備を適正に実施する。 

・タイヤの空気圧を調整する。 

・無駄な荷物の積載を避ける。 

・エアコンの使用を抑制する。 

エコ通勤の実施 
・通勤に公共交通機関を活用する。 

・通勤に徒歩や自転車を活用する。 

低燃費・低公害車の

導入 

・公用車の台数を適正化し、更新の際は低燃費・低公害車を

導入する。 

⑤水道水使用量の削減 

 
節水の励行 

・まとめ洗いをし、溜めすすぎをする。 

・トイレの二度流しをしない。 

⑥紙類の使用量の削減 

 
事務手続きの簡素

化 

・会議資料・添付資料を簡素化する。 

・パソコン・プロジェクター等の活用により、ペーパーレス

会議を推進する。 

コピー・印刷の適正

化 

・両面コピー、両面印刷を徹底する。 

・片面のみ使用した紙類の裏面を有効利用する。 

・電子媒体を活用する。 

・庁内情報システムを活用する。 

・印刷発注の際に、部数・紙質を見直す。 

 

 

 



⑦廃棄物排出量の削減とグリーン購入の推進 

 廃棄物排出量の削

減 

・ごみの排出抑制に努める。 

・分別回収を徹底し、リユース、リサイクルを進める。 

 

グリーン購入の推

進 

・リサイクルしやすい製品や詰め替え可能な製品を優先して

選択する。 

・長期間使用可能な製品を選択する。 

・使い捨て製品の購入を控える。 

・事務用品の使用数や在庫数を適正に管理する。 

⑧公共工事、イベント等における環境配慮 

 公共工事における

環境配慮 

・公共工事に伴う廃棄物の減量化、適正処理及びリサイクル

を促進する。 

・建設廃材をリサイクルした再生品を活用する。 

 イベントにおける

環境配慮 

・会場の冷房温度を適正に保つなど、省エネルギーに努める。 

⑨公共施設の設備機器の導入・更新における環境配慮 

 

公共施設の設備機

器の導入・更新 

・公共施設への省エネルギー設備機器の導入・更新をする。 

・エネルギー消費効率の高い熱源機の導入・更新をする。 

・エネルギー消費効率の高い空調器設備の導入・更新をする。 

・デマンド制御を導入する（ピーク電力の削減）。 

・ＬＥＤ照明などの省エネ器具の導入・更新をする。 

・高気密・高断熱の建築設計を行う。 

再生可能エネルギ

ーの導入 

・公共施設へ太陽光発電システムなど効率的なエネルギーシ

ステムを導入する。 

⑩環境活動、環境教育、環境啓発の充実 

 環境活動の推進 ・ＥＳＣＯ事業の導入を検討する。 

 
環境教育・啓発の充

実 

・環境保全に関わる職員研修を定期的に実施する。 

・国際的な環境の動向や取組みに関心を持つ。 

・実行計画の進捗状況について、情報の共有を図る。 

 

  



１．計画の推進 

①推進体制及び計画の点検・評価 

環境管理推進組織を活用し、計画の推進を図り関連規定等により進行管理を行います。 

 

②活動実績のとりまとめと公表 

関係部署の所管施設等でのエネルギー使用量やその他の取組結果等をとりまとめ、地

球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、措置及び施策の実施状況について、町ホー

ムページ等を使用して公表します。 

 

③職員等の意識啓発活動の推進 

全庁的に温室効果ガス削減の推進を定着化させるには、継続的な意識啓発が欠かせま

せん。職員向け説明会や研修会、関連するポスター等の掲示など、様々な手段で職員等

への意識啓発活動を推進します。 

第４章 計画の進行管理 


